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行
政
相
談
所
を
開
設

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、国
の
仕
事
な
ど
に

つ
い
て
要
望
や
苦
情
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
行
政
相
談
委
員
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
相
談
や
行
政
の
仕
組
み
な
ど
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
、相
談
者
へ
助
言
し
た
り
関
係

機
関
に
橋
渡
し
を
す
る
の
が
主
な
仕
事
で
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

〇
日
程
・
場
所

・
６
月
26
日（
金
）

・
午
前
９
時
～
正
午

・
指
江
支
所
１
階
小
会
議
室

〇
行
政
相
談
委
員

・
杉
原
幸
弘
氏（
葛
輪
）

・
立
山
茂
盛
氏（
浦
底
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］

第
1
回
狩
猟
免
許
試
験

　
県
で
は
、7
月
26
日(

日)

に
第
1
回
狩
猟
免

許
試
験
を
県
内
7
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

　
わ
な
猟
免
許
や
銃
猟
免
許
な
ど
を
取
得
す

る
た
め
に
、狩
猟
免
許
試
験
の
受
験
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、狩
猟
免
許
申
請
書
な
ど
を
、現
在

の
居
住
地
ま
た
は
受
験
予
定
の
場
所
を
管
轄

す
る
各
地
域
振
興
局
・
各
支
庁
の
林
務
水
産

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
実
施
日

　
7
月
26
日(

日)
〇
場
所
　

　
各
地
域
振
興
局
・
各
支
庁
な
ど

〇
内
容
　

　
網
猟
免
許
、わ
な
猟
免
許
、第
一
種
銃
猟
免

許
、第
二
種
猟
銃
免
許

〇
手
数
料 

・
５
２
０
０
円(

初
心
者)

・
３
９
０
０
円(

異
な
る
種
を
受
け
る
者)

〇
申
し
込
み
方
法  

　
狩
猟
免
許
申
請
書
な
ど
を
管
轄
す
る
各
地

域
振
興
局
・
各
支
庁
の
林
務
水
産
課
に
提
出

〇
申
し
込
み
期
間　

　
6
月
15
日(

月)

～
7
月
10
日(

金)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
北
薩
地
域
振
興
局
農
林
水
産
部
林
務
水
産
課

　
☎
０
９
９
６（
25
）５
５
０
９

　
役
場
農
政
課
農

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

竹
で
育
む
産
地
づ
く
り

　
県
で
は
、タ
ケ
ノ
コ
生
産
の
担
い
手
育
成
と

放
置
竹
林
を
含
め
た
生
産
性
の
低
い
竹
林
の

改
良
を
進
め
、タ
ケ
ノ
コ
や
竹
材
の
生
産
拡
大

を
図
る
た
め「
か
ご
し
ま
の
竹
で
育
む
産
地
づ

く
り
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

の
び
の
び
生
産
体
制
づ
く
り(

団
体
向
け)

　
令
和
８
年
度
に
実
施
予
定
の
タ
ケ
ノ
コ
の
生

産
お
よ
び
竹
材
生
産
林
改
良
と
管
理
路
整
備

〇
対
象　

　
組
合
や
林
業
者
が
組
織
す
る
３
人
以
上
の
団
体

〇
補
助
率
　

　
３
分
の
２
以
内

〇
申
込
期
限　

　
８
月
中
旬

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
耕
地
林
務
課
林
務
係

　
☎（
86
）１
１
５
９［
直
通
］

間
伐
、再
造
林
に
補
助
金

　
町
で
は
、長
島
の
豊
か
な
森
林
の
持
続
と
地

球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、森
林
資
源
の
循
環
利

用
に
つ
な
が
る
私
有
林
の
間
伐
や
再
造
林
な

ど
、森
林
整
備
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

〇
申
請
期
間

　
間
伐
60
日
前
、造
林
後
60
日
以
内
ま
た
は
国

や
県
の
補
助
事
業
の
交
付
決
定
お
よ
び
確
定

日
か
ら
30
日
以
内

〇
対
象
者　
森
林
所
有
者

〇
補
助
金
の
額

・
間
伐　

　
１
㌶
当
た
り　
５
万
円

・
再
造
林　

　
針
葉
樹（
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
な
ど
）

　
１
㌶
当
た
り　
11
万
円

　
広
葉
樹（
ク
ヌ
ギ
な
ど
）　

　
１
㌶
当
た
り　
３
万
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
耕
地
林
務
課
林
務
係

　
☎（
86
）１
１
５
９［
直
通
］

生
涯
学
習
県
民
大
学
講
座

　
か
ご
し
ま
県
民
大
学
中
央
セ
ン
タ
ー
主
催

の「
生
涯
学
習
県
民
大
学
講
座
」の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。
演
題
は「
学
生
発
信
！
未
来
を

つ
く
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン（
仮
）」で

す
。
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
酒
井
研
究
室（
社

会
教
育
）の
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
・
運

営
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。 

　
当
日
は
、鹿
児
島
市
の
カ
ク
イ
ッ
ク
ス
交
流

セ
ン
タ
ー
と
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
結
び
、ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
講

演
や
参
加
者
同
士
の
対
話
を
通
じ
て
、地
域
と

の
関
わ
り
方
や
若
者
と
大
人
の
つ
な
が
り
、こ

れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
ま
す
。 

　
「
若
者
は
地
域
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の

だ
ろ
う
」「
世
代
を
超
え
て
地
域
の
未
来
を
語

り
た
い
」と
考
え
て
い
る
方
に
お
す
す
め
で

す
。
ま
ち
づ
く
り
等
に
関
心
の
あ
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
詳
細
は
下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

〇
申
込
期
限

　
７
月
10
日（
金
）　
午
後
１
時

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
係

　
☎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］

牛
深
高
校
フ
ェ
リ
ー
通
学
助

成
基
金
創
設

　
牛
深
高
校（
熊
本
県
天
草
市
）で
は
、牛
深
地

域
企
業
の
支
援
で「
フ
ェ
リ
ー
通
学
助
成
金
」

を
創
設
し
、蔵
之
元
港
か
ら
牛
深
高
校
へ
フ
ェ

リ
ー
で
通
学
す
る
生
徒
の
負
担
軽
減
が
実
現

し
ま
し
た
。

　
助
成
金
の
範
囲
内
で
、蔵
之
元
～
牛
深（
三

和
商
船
フ
ェ
リ
ー
）通
学
定
期
券
代
を
１
０
０

㌫
助
成
し
ま
す
。

※
３
年
分
の
６
カ
月
定
期
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
な
お
、自
転
車
・
バ
イ
ク
の
乗
船
料
金
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。
蔵
之
元
港
を
朝
７
時
40
分
に

出
航
す
る
便
で
登
校
で
き
、通
学
時
間
を
自
分

の
学
習
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
活
用
で
き
ま
す
。

　
牛
深
高
校
で
は
、探
究
活
動
を
は
じ
め
と
し

た
多
様
な
学
び
を
用
意
し
て
い
て
、生
徒
一
人

ひ
と
り
の「
自
分
ら
し
い
進
路
」や「
夢
の
実

現
」を
応
援
し
て
い
ま
す
。
フ
ェ
リ
ー
通
学
を

検
討
の
か
た
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
次
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
牛
深
高
等
学
校（
担
当
・
桑
原
）

　
☎
０
９
６
９（
73
）３
１
０
５

か
ご
し
ま
営
農
塾「
就
農
支
援

研
修
」

　
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
で
は
、県
内
で
農
業

生
産
に
携
わ
ろ
う
と
い
う
意
欲
の
高
い
就
農

希
望
者
を
対
象
に
、か
ご
し
ま
営
農
塾「
就
農

支
援
研
修
」の
受
講
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

〇
研
修
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

〇
研
修
場
所　
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校

〇
研
修
内
容

　
露
地
野
菜
な
ど
に
関
す
る
基
礎
知
識
・
技

術
に
つ
い
て
講
義
お
よ
び
実
習

〇
対
象
者

　
県
内
で
の
就
農
に
向
け
て
農
業
の
基
礎
知

識
・
技
術
の
習
得
を
目
指
す
か
た
な
ど
20
人

程
度

〇
受
講
料

　
無
料（
傷
害
保
険
・
教
材
な
ど
に
係
る
経
費

は
、受
講
者
負
担
）

〇
申
込
方
法

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
６
月
26
日（
金
）ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
様
式
は
農
業
大
学
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
農
業
大
学
校
農
業
研
修
課

　
☎
０
９
９（
２
４
５
）１
０
７
４

県
立
吹
上
高
等
技
術
専
門
校

　
吹
上
高
等
技
術
専
門
校
は
、職
業
能
力
開
発

促
進
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
県
立

の
職
業
能
力
開
発
校
で
す
。
令
和
９
年
度
の

入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

〇
募
集
科
目

　
自
動
車
工
学
科
・
金
属
加
工
科（
各
20
人
）

〇
訓
練
期
間　
２
年
間

〇
試
験
日
程

　
10
月
に
推
薦
選
考
試
験
、11
月
か
ら
３
月
ま

で
月
１
回
一
般
選
考
試
験
を
実
施

〇
応
募
資
格

　
自
動
車
工
学
科
は
高
等
学
校
卒
業
も
し
く

は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
者
、金
属
加
工
科
は
、義
務
教
育
修
了
も
し

く
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら

れ
る
者

〇
選
考
方
法

　
筆
記
試
験
お
よ
び
面
接

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
吹
上
高
等
技
術
専
門
校
訓
練
第
二
課

湯
之
上

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
０
５
０

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談

　
県
労
働
委
員
会
委
員（
公
益
委
員（
弁
護
士
、

大
学
教
授
な
ど
）、労
働
者
委
員（
労
働
組
合
役

員
）、使
用
者
委
員（
会
社
経
営
者
な
ど
）が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　
労
働
者
、使
用
者
の
ど
ち
ら
で
も
、お
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　
原
則
毎
月
第
４
火
曜
日

　
午
後
２
時
30
分
～
午
後
５
時（
受
け
付
け
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
た
だ
し
、令
和
８
年
９
月
は
24
日（
木
）、令

和
９
年
2
月
は
24
日（
水
）

〇
場
所　
県
庁
15
階　
鹿
児
島
県
労
働
委
員
会

　
来
庁
で
き
な
い
か
た
は
、電
話
相
談（
相
談

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
０
９
９（
２
８
６
）３
９
４
３

も
で
き
ま
す
）

〇
申
込
方
法

　
申
し
込
み
は
、先
着
順（
予
約
優
先
）で
す
。

相
談
枠
に
空
き
が
あ
れ
ば
、当
日
受
け
付
け
も

で
き
ま
す
が
、事
前
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
申
込
時
点
で
相
談
枠
に
空
き
が
な
い
場
合

は
、次
回
の
相
談
会
や
ほ
か
の
相
談
窓
口
を
紹

介
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
予
約
情
報
な
ど

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
相
談
事
例

　
解
雇
、雇
用
止
め
、配
置
転
換
、賃
下
げ
、労

働
条
件
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
労
働
委
員
会
事
務
局（
県
庁
15
階
）

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
９
４
３
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